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はじめての日本語 （受講可能レベル：J1） 
 
【概要】 
日本語を初めて学ぶ留学生を対象とした入門コースである。ひらがな・カタカナの基本的な
読み書きを習得しながら、日本語の使われ方や表現の特徴に親しむ。あいさつや自己紹介、
身近な話題について簡単なやりとりができるようになることを目指す。また、学習者が安心
して日本語学習を始められる環境を整え、自立した学習姿勢を育む。 
 
【到達目標】 
ひらがな・カタカナを読み書きできる。 
あいさつや自己紹介など、日常生活でよく使う表現を理解し、使うことができる。 
自分に合った学び方を探り、自立して学ぶ姿勢を身につける。 
 
【授業計画】 
授業の進度や内容は学生の習熟度に応じて調整する場合がある。 
第 1回 オリエンテーション、日本語とはどんな言語：音と文字の特徴、あいさつ 
第 2回 はじめまして！ —自己紹介、ひらがな① 

第 3回 私の〇〇 —自分自身について話す、ひらがな② 

第 4回 大学の中 —キャンパスの中にあるもの、ひらがな③ 

第 5回 買い物に行こう！ —買い物会話と値段の言い方、ひらがな④ 

第 6回 いただきます！ —食べ物・飲み物の注文、カタカナ① 

第 7回 好きなもの —好きなものについて話す、カタカナ② 

第 8回 スケジュール —予定を話す、カタカナ③ 

第 9回 いっしょにしよう！ —相手と計画を立てる、カタカナ④ 

第 10 回 学生による発表（Show & Tell） 
 
【使用教材】 
授業で必要な資料は随時配布（manaba） 
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生活の日本語 初級 （受講可能レベル：J2-4） 
 
【概要】  
J2～J4 レベルの留学生を対象に、日常生活に必要な日本語力（語彙・文法・会話力）を向上
させることを目的とする。主に実生活の場面を想定したロールプレイや発表活動を通じて
実践的な運用力を養う。 
  
【到達目標】  
キャンパス内外で触れる生活場面における基本的な日本語を理解する。 
平易な日本語で、短いやりとりができる。 
 
【授業計画】  
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。  
第 1回 オリエンテーション、自己紹介と基本表現  
第 2回 授業におけるやり取り（時間割の説明（いつ・どこ）など） 
第 3回 学食・カフェの利用（注文・メニューを使ったやり取り） 
第 4回 授業外活動の紹介（イベント紹介・誘い会話） 
第 5回 買い物（店内で探す・買い物会話） 
第 6回 学生生活の相談（困ったことの相談・聞き方） 
第 7回 病院でのやり取り（体調について話す） 
第 8回 アルバイト（アルバイト情報を読む、面接会話の練習） 
第 9回 日本と自国の文化比較（日本紹介・旅行の会話） 
第 10 回 総復習と発表（プレゼン・ふりかえり） 
  
【使用教材】  
授業で必要な資料は随時配布（manaba） 
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日本語プレゼンテーション 中級 （受講可能レベル：J4-6） 
 
【概要】  
各専門分野で用いられる語彙や表現についての知識を、受講生が主体となって深める。   
  
【到達目標】  
J4 から J6レベルの留学生が、大学での勉強や研究に関してアカデミック・プレゼンテーシ
ョンを行う際の日本語表現や手法を習得し、自分の専門に合わせたプレゼンテーションが
実践できる。   
 
【授業計画】  
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。  
第 1回 オリエンテーション、レベル、専門のチェック   
第 2回 第 1 課「プレゼンテーションとは」、第 4課「研究発表 (1)（序論の説明方法）」   
第 3回 第 5 課「研究発表 (2)（本論への展開方法）」   
第 4回 第 6 課「研究発表 (3)（データが 1つの場合の結果および考察の説明方法）」   
第 5回 第 7 課「研究発表 (4) （データが 2つの場合の結果および考察の説明方法）」   
第 6回 第 8 課「研究発表 (5)（結論―全体のまとめ―の示し方 ）」   
第 7回 第 9 課「発表スライド (1) （簡潔に示すための日本語の工夫）」、第 10 課「発表ス 

ライド (2)（情報の効果的な示し方）」   
第 8回 第 15課「発表の実践と振り返りの事前レクチャー」   
第 9回 各自の発表① 
第 10 回 各自の発表② 
  
【使用教材】  
仁科浩美『留学生のための考えを伝え合うプレゼンテーション』くろしお出版 
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アカデミックライティング 中上級 （受講可能レベル：J5-7） 
 
【概要】 
中上級以上の学生を対象とする（J5～J7レベル）。研究活動で必要となる、レポート・論文
作成のための日本語表現と技法を学ぶ。加えて、学んだ技法を用いて実際にレポートを作成
する。 
 

【到達目標】 
学術的な場面で使われる日本語の表現や構成を理解することができる。 

日本語で正確かつ分かりやすい文章を書くことができる。 

 

【授業計画】 
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。 
第 1回 導入：学術日本語とは？ 

第 2回 クリティカル・シンキング 
第 3回 パラグラフ・ライティング 
第 4回 アウトライン 
第 5回 定型表現 
第 6回 ライティング 1、講評 
第 7回 文献レビューと問いの共有 
第 8回 データの提示 
第 9回 ライティング 2、講評 
第 10 回 最終レポート ピアレビュー 
 

【使用教材】 
甲田直美（2025）『大学で学ぶアカデミック・ライティングの教科書』ひつじ書房 
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敬語と場面別コミュニケーション 中級 （受講可能レベル：J4-6） 
 
【概要】 
円滑なコミュニケーションのため、様々な場面においてどのような表現が適切であるのか
を、ディスカッションを通して考えながら学ぶ。 
 

【到達目標】 

相手や場面に応じて、適切な日本語表現を選択することができる。 

 

【授業計画】 

学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。 
第 1回 導入：敬語の概要 

第 2回 自己紹介・あいさつ 
第 3回 伝言を受ける・伝言を伝える 
第 4回 ほめる・ほめられる 
第 5回 お礼を言う・謝る 
第 6回 相談する 
第 7回 依頼する・誘う 
第 8回 交渉する・苦情を言う 
第 9回 発表準備とピアレビュー 
第 10 回 最終発表：日本語と自分の言語における距離感の表し方 
 

【使用教材】  
授業で必要な資料は随時配布（manaba） 
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留学生のための就職活動 日本語入門 （受講可能レベル：J3-4） 
 
【概要】  
J3・J4 レベルの留学生を対象に、就職活動に必要な日本語（語彙・表現）を習得することを
目指す。加えて、就職活動の流れを理解し、エントリーシートの書き方、面接対策などを入
門レベルで身につける。 
  
【到達目標】  
日本での就職活動の基本的を理解し、スケジュールを立てられるようになる。 
テンプレートを使いながら、エントリーシートを書けるようになる。 
面接場面で、簡単な質問に回答ができる。 
 
【授業計画】  
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。  
第 1回 オリエンテーション、コース紹介と自己紹介、将来の夢  
第 2回 日本の就職活動スケジュール 
第 3回 自己分析①：自分の長所・短所 
第 4回 自己分析②：経験を話す 
第 5回 企業研究と業界理解 
第 6回 志望動機①：なぜこの仕事？ 
第 7回 志望動機②：エントリーシートの書き方 
第 8回 面接①：よくある質問を理解する 
第 9回 面接②：マナーと話し方 
第 10 回 発表：わたしの将来のプラン、全体振り返り 
  
【使用教材】  
授業で必要な資料は随時配布（manaba） 
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留学生のための就職活動 基礎 （受講可能レベル：J6-8） 
 
【概要】  
留学生が日本での就職活動に必要な基礎的知識とスキルを習得することを目指す。日本の
就職活動の特徴を理解するとともに、エントリーシートの書き方、面接対策など実践的スキ
ルを身につけることで、就職活動に関する基礎的な。  
 
【到達目標】  
日本の就職活動の流れと特徴を理解し、志望理由や自己 PR を日本語で簡潔に説明できる。 
 
【授業計画】  
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。  
第 1回 オリエンテーション、日本の就職活動の特徴 
第 2回 就活マナー入門（ケーススタディ） 
第 3回 自己分析①：自分の強み・経験を言語化する（ワークシート＋短文作成） 
第 4回 自己分析②：自己紹介の構成と表現（自己紹介・他者評価） 
第 5回 志望動機と企業研究（志望動機作成・情報収集） 
第 6回 自己 PRとエントリーシート記述①（ES作成・相互添削） 
第 7回 エントリーシート記述②と改善（ピアコメント・修正） 
第 8回 面接の基本と頻出質問（模擬面接（ペア活動）と振り返り）① 
第 9回 面接の基本と頻出質問（模擬面接（ペア活動）と振り返り）② 
第 10 回 総復習（ふりかえり） 
  
【使用教材】  
授業で必要な資料は随時配布（manaba） 
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留学生のための日本社会と文化 上級 （受講可能レベル： J5-8） 
 
【概要】 
J5～J8 レベルの留学生を対象に、日本の社会と文化に関する理解を深めつつ、日本語運
用力を向上させることを目的とする。様々なトピックについて資料をもとに検討し、学
生同士でディスカッションを行う。資料中に登場する表現、ディスカッションで用いら
れる表現の習得も行い、高度な日本語の知識と対話力も身につける。 
 
【到達目標】 
日本の社会や文化に関するトピックについて、背景や現状を正確に理解することができ
る。 
適切な表現を用いて、自分の考えを論理的に伝えることができる。 
他者の意見を尊重し、積極的に対話に参加しようとする姿勢を持って取り組むことがで
きる。 
 
【授業計画】 
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。 
第 1 回 オリエンテーション、トピック 1：方言（資料講読・ディスカッション） 
第 2 回 トピック 2：ポップカルチャー（資料講読・ディスカッション） 
第 3 回 トピック 3：教育（資料講読・ディスカッション） 
第 4 回 トピック 4：キャリア（資料講読・ディスカッション） 
第 5 回 トピック 5：ダイバーシティ（資料講読・ディスカッション） 
第 6 回 トピック 6：健康（資料講読・ディスカッション） 
第 7 回 トピック 7：災害（資料講読・ディスカッション） 
第 8 回 トピック 8：環境問題（資料講読・ディスカッション） 
第 9 回 トピック 9：伝統文化（資料講読・ディスカッション） 
第 10 回 発表と全体総括 
 
【使用教材】 
授業で必要な資料は随時配布（manaba） 
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日本語の不思議を考える 上級 （受講可能レベル： J5-8） 
 

【概要】 
J5～J8 レベルの学生を対象に、日常生活の中で使っている日本語を「なぜそうなっているの
か」という視点から分析し、日本語の理解を深める。 
 

【到達目標】 
日本語の表現や使われ方について考え、理解することができる。 

自分の日本語運用を振り返り、適切な表現を使用することができる。 

身近な事柄について疑問を見出し、分析することができる。 
 

【授業計画】 
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。 
第 1回 「よかったらこれいらない？ちょっと重いけど」「大丈夫です」は Yes／No どっ 

ち？ ―ことばの意味 
第 2回 「りょ」「きょどる」「いつメン」って何？ ―若者ことば 
第 3回 「宿」「旅館」「ホテル」は同じ？ ―和語・漢語・外来語 
第 4回 「海外に行くんだ、だから結婚しよう」はなぜだめ？ ―会話の失敗 
第 5回 「うなずく」？「うなづく」？ ―音声と文字 
第 6回 「ヒト」と書くのはどんなとき？ ―カタカナ 
第 7回 「え゛」はどう発音する？ ―マンガのことば 
第 8回 「なまら」「でら」「ぶち」って何？ ―方言 
第 9回 「ません」と「ないです」はどちらが使いやすい？ ―丁寧体と普通体 
第 10 回 最終発表：自身の問いと考え 
 

【使用教材】 
授業で必要な資料は随時配布（manaba） 
参考書：野田尚史・野田春美（2017）『＜アクティブ・ラーニング対応＞日本語を分析する
レッスン』大修館書店 


